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＜連絡事項＞

・入院契約書の変更について～契約内容の変更を検討していましたが本日より使用し　　　　　ていきます。

①契約書の原本管理は医事チームでして頂き、入院時手順に従って、患者様ご家族・患者様への入院時説明に使用して下さい。

②入院契約書の「説明事項」と書かれた書類は、「入院時契約書」の裏面となりますので、事務チームにてプリント後をし、所定枚数の保管輪して置くようにしてください。

③病棟サイドでも原本の保管は行い、病棟オリエンテーション時に補足説明する際の資料として活用してください。

→「入院契約書」と「説明事項」はスタッフオフィスのデスクマットにはさめていますので各自確認して下さい。

· 南病棟より～遅番勤務で食事誘導をする際、歩行状態を観察する患者様をリストアップ　　　　　　してはさんでいますが南病棟のスタッフに一言「○○様行きます」と声を　　　　　　かける様にお願いします。

· ９月１９日（火）生活習慣改善プログラムがあります。皮膚科診察と重なるため

出河　攻様・長谷川　陽一様・佐々木　香様・松橋　清子様・佐々木　みね様は初めに診察をお願いします。

＜患者様連絡事項＞　

· 本田　英之様～本日１０時３０分に療養環境変更の目的で北病棟へ転出となっていま　　　　　　　す。

· 加賀谷　芙美子様～医師より北病棟転出の可能性があること説明を受けていましたが　　　　　　　　　今回は見送りとなりました。田名部先生に情報提供しスタッフから　　　　　　　　　も説明していますが後日、主治医からも説明予定です。

· 木野　貢様～アルコール依存症治療プログラムが今週で終了予定です。主治医に確認し　　　　　　９月２０日（水）に退院予定となることを奥様に伝えると１３時３０分に　　　　　　迎えにくると話されています。主治医に情報提供しましょう。シアナマイ　　　　　　ド（抗酒剤）３cc　１×朝後は２０日の分処方となっています。

· 八木橋　牧雄様～アルコール依存症治療プログラムの外泊訓練が９月２３日（土）～２　　　　　　　　４日（日）予定ですが本人様拒否しておりスタッフより治療であるこ　　　　　　　　と・必要性について説明しています。１５日（金）のリーダーは猪股　　　　　　　　Drに情報提供して下さい。御家族に外泊訓練について電話したところ　　　　　　　　１４日（木）の昼頃に再度電話で確認して欲しいと希望ありますので　　　　　　　　外泊訓練の説明を行い家族に送迎していただくこと・日時について確　　　　　　　　認お願いします。

・加賀谷　芙美子様～９月１６日（土）１３時～１７日（日）１７時まで温泉にいくため外泊予定です。主治医より許可ありご家族へ連絡しています。

· 庭田　智樹様～日赤病院での採血日を行う日時の確認のため御家族へ電話しています　　　　　　　がつながらないため今後も電話確認をお願いします。本人様も電話確認　　　　　　　してみると話されていますので確認してきましょう。

定期採血を実施するかを１５日（金）のリーダーは主治医に確認お願いします。１０月２日（月）に日赤病院受診時は家族に結果を確認すると同時に今後継続受診の必要性があるのか家族に確認していきましょう。

· 大平　美彦様～医療費の明細書が欲しいと希望されており下平ＰＳＷに情報提供して　　　　　　　います。本人様へなぜ入院しているのかをふりかえっていただき奥様面　　　　　　　会時にも情報提供していきましょう。

· 蛭名　豊美様～現在、ペットボトルで水分管理をしていますが本人と話し合って歯磨き　　　　　　　用のコップを本人に渡しているので歯磨き以外で飲水している場合は　　　　　　　スタッフより声掛けお願いします。

＜注目患者様＞

・若松　澄子様～本日昼食前に突然「助けて～」「頭から足まで電気が走った～」と奇声をあげ不穏になることあり医師に情報提供しています。午後の診察では「電流は木綿の服を着たらおさまった」と話されています。精神症状が出現したと考えられますが処方内容は変えずに様子観察の指示ありま　す。今後も睡眠状態・精神症状の観察を行い他患者様に迷惑行為がある場合マンツーマンで対応していきましょう。

＜安ヶ平Ｄｒ担当患者様診察状況＞

· 佐藤　昌宏様～就床前薬の服用時間について２０時３０分に服用すると２時３０分に　　　　　　　中途覚醒あると相談されています。主治医より２１時～２２時の間に服　　　　　　　用させる様に指示あります。夜間の睡眠状態の観察していきましょう。

胃痛の訴えありＦＫ散　３P　６日分処方となり以後定期となります。

· 種市　久子様～腰痛訴えアスモロール100ｇ処方となっています。

· 長谷川　陽一様～頭痛を訴えヨウフェナック（抗炎症薬）処方となっていましたが本人　　　　　　　　様より「寝すぎだ」と話されているため生活リズムを整える様に関わ　　　　　　　　っていきましょう。主治医診察時、腰痛訴えアスモロール処方となっ　　　　　　　　ています。

· 木村　忠史様～前回採血拒否あり主治医より今回は実施する様に指示あり１４日（木）

に実施予定です。主治医より左上歯がないため義歯作成検討する様に指示あります。本人様と話し合い家族に確認し歯科受診を検討していきましょう。

・出河　攻様～主治医より幻覚・妄想あるためセロクエル（抗精神病薬）が定期薬で追加処方となると説明あります。夜間の睡眠状態・精神症状の観察をしていきましょう。

· 金沢　洋子様～他患者様とのトラブルあり、リントン（抗精神病薬）１T 　１×就床前　　　　　　　定期で処方となっています。主治医より服薬時吐薬しないように確実　　　　　　　　に服薬させる様に指示あります。現在も舌下への薬隠しがあるので、　　　　　　　　口腔内を確認し、確実に内服して頂きましょう。

＜安ヶ平Ｄｒ担当患者様ＮＣＰ評価・検討＞

· 木村　忠史様～♯嚥下力低下

　　　　　　　　P２‐①毎食前にアイスマッサージを行う。洗面所でスタッフ付き添いで自分で行う。

　　　　　　　　　　　　↓

継続しアイスマッサージ行っており食事中のむせ込みはありません。週１回の週間サマリーで嚥下反射有無について評価し記載していきましょう。

マッサージ方法が雑になっていることありますので１回スタッフがやってみて２回目は本人様が実施する方法を検討しています。

＜転入患者様情報＞

・上道　茂様～昭和31年5月13日　50歳　男性　　　　

アルコール依存症　　担当医　安ヶ平Ｄｒ　担当看護師：藤原

入院年月日　　　　平成18年月日　(1回目)

　　　　　　　リハグループ　　　Ｂグループ

AZ点眼薬１日４回実施　　　スタッフ預かりとしています。

ナパゲルン軟膏処方

【初飲時期・入院の経過】

１８歳で初飲（ビール500ml）２０歳頃より飲酒量増加。トラブルを起こし警察に保護されていた。平成１８年５月頃より頭痛・不眠・イライラ感・希死念慮が出現し同年６月４日泥酔した状態で八戸赤十字病院へ救急搬送され同院精神科へ入院（～同年６月１３日）６月１４日飲酒運転による事故を起こす。希死念慮などを訴えた為同日同院へ再入院。退院後湊病院へ入院するが同院とトラブルになり数日で退院。連続飲酒状態となり７月に東八戸病院受診し入院治療を希望したため当院紹介され８月１９日に当院初診し入院となる。

【家族背景】

昭和６２年に結婚し離婚。平成８年に再婚し離婚している。

現在は両親（父様認知症）・弟様と暮らしていた。　　

【入院後の経過】

入院時、手指振戦、酒臭はない。食欲不振があり残食多い。血圧高値で160／100㎜Hg代で経過。頭痛の訴えはない。入院後は離脱症状見られず、食欲も回復してきています。

8月21日よりアルコールプログラム依存症治療プログラム開始となっています。最初は積極的に参加されていますが集中力に欠けています。夜間の睡眠は確保できておりた患者様との交流みられます。

【今後のケア方針】

· アルコール依存症治療プログラム一ヶ月目であり、飲酒による身体的影響について理解して頂けるようプログラムを進めていきましょう。断酒意志が確立できるように関わっていきましょう。

· 西病棟の環境に慣れるよう日課・プログラム開始前には声掛けしていき、分からない事の質問がありましたら、その都度説明していきましょう。

＜措置患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・出河　攻様～本日主治医診察にて幻覚・妄想あるためセロクエル（抗精神病薬）が定期薬で追加処方となると説明あります。夜間「悪夢をみた」と覚醒されることはあります。夜間の睡眠状態の観察をしていきましょう。服薬変更時、精神症状悪化させることがあるため精神症状の観察を行っていきましょう。

＜ケア検討会議＞

· 種市　久子様～本日１４時に退院後の生活・支援体制についてケア会議を行う。

参加者：弟様・三戸町保健師・児童相談所・婦人相談所・下平PSW

　　　　外来：谷藤GOM 　訪問看護：藤田Ns・畑中Ns　病棟看護師：中村

今後の生活目標：「三戸町での生活を続けたい。生活が整えば子供と一緒に暮らしたい」

1 外来通院（木曜日か土曜日）・服薬を継続していく。

→訪問看護：訪問の回数は主治医に確認して決める。

　　三戸町保健師：退院後１週間に１回の訪問。安定したら間隔をあけていく。

　　　　　　　　　退院の次の日に訪問することは可能。

2 不安なことを相談する。

→福祉事務所：１ヶ月に１回の訪問。

　弟様：電話がきても拒否はしないが関わりたくない。

3 生活リズムを整えていく。

1） ３食の食事をきちんと摂る。

2） １日８時間睡眠をとる。

3） 服薬・通院をきちんとする。

4） デイケアの利用の検討

上記４点について退院後６ヶ月を目安に見直す。

4 子供との交流を持つ。

→八戸児童相談所：半年は本人の様子をみたい。

※本人様の病状が悪化した場合‥弟様は関わりたくないと話されるが制度の手続きはして欲しいこと・本人様は人との関わりに障害を持っていることを理解していくことを伝えています。

※退院予定日（弟様より）：９月２４日（日）１０時

→１４日（木）のリーダーは主治医に情報提供お願いします。

↓

・本人様へデイケアについて紹介すると見学してみたいと話され下平PSWに情報提供しています。

・９月１３日（火）の準夜で本人様より退院後の生活費の不安話され退院前に一度弟様とアパートに行き電気・ガスを通さないといけないため自宅に行きたいと希望される。お願いの電話をしてみるようにスタッフから伝えるが本人様が電話をしても切られると話される。主治医・PSWに情報提供し退院の日時が決まったらスタッフからも弟様へ退院前の外出について伝えていきましょう。

